
ヨンス トン 『動 物 図譜』 の波紋

獅子 とライオ ン

教養部 助教授 岸 文 和

本 当 の書 名 は 『四足獣 類 ・魚 類 ・無血 水棲

動 物 ・鳥 類 ・環腸 動 物 ・蛇 竜類 の本 性 に 関す

る精 密 な記述 』 とい う長 った ら しい もの だが 、

この分 厚 い オラ ンダ語 訳 の動物 百 科(縦39cm

× 横23cm× 厚 さ8.5cm、 全 一 巻 合 六分 冊 、全

823頁 、 フ ォ リオ 判)と 同 じもの を、家 財 道

具 を売 り払 って手 に入れ た男 が い る。 御存 知

江 戸 の異才 、本草 学者 に して 、戯 作 ・浄瑠 璃

の 作 者 で も あ っ た 「翔 ん で る」 平 賀 源 内

(1728-1779)そ の 人 で あ る。 事 の次 第 につ

い て、 同 じ く江 戸 の 奇 才 で あ っ た 司馬 江 漢

(1747-1818)が 「江 漢後悔 記 」(『春 波楼 筆記 』)

に 次 の よ うに記 して い る。

「源 内又 お らんだ の奇物 を好 みて 、其 頃 は

蘭学 者 も少 な く、杉 田玄 白、 中川順 庵 の み名

あ り。源 内 は ヨンス トンス と云 ふ 蘭書 は五 六

十 金の物 にて、 家財 夜具 まで も売払 ひ、此 書

を得 た り。此 蘭書 は、世 界 中 の生類 を集め た

る本 にて、獅 子 、龍其 外 、 日本 人見 ざる所 の

物 を生 写 に したる事 かず か ぎ りな し。今(文

化 九(1812)年 、 筆者 註)は 此書 も所持 した

る者 あ りけ るが、 其 頃 はかつ て な し」

源 内 は五、 六 十 金(両)、 す な わ ち今 の お

金 に して(一 両約 十万 円 と して)五 、六 百万

円 とい う大金 を払 って この 『動 物 図譜 』 を手

に入 れた。 もっと も、 これ には異 説 が あ って、

杉 田玄 白(1733-1817)に よ れ ば、 源 内 は こ

の書 物 を江 戸参 府 の オ ラン ダ人 か らただ で手

に いれ た こ とにな って い る。 オ ラ ンダ商館 長

カ ラ ンス(源 内 自身の 「物類 品 階」 巻 四 に よ

れば オ ラ ンダ医官 パ ウル)が 、 源 内の持 参 し

た小 豆 島 産 の竜 骨 と交 換 に、 「その 返 礼 と し

て ヨ ンス トンス禽 獣譜 、 ド ドニ ュース生 植本

草 、 ア ンボ イス貝 譜 な どいへ る物 産 家 に益 あ

図1『 動 物 図譜 』よ り「Leo,Low」 図2同 左
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る書物 ど もを贈 りた い」(『 蘭 学 事 始』)と い

うこ とに な ってい る。 どの よ うな経 緯 にせ よ、

こ の 本 は彼 の 蘭 書 目録 と 思 わ れ る 明 和 六

(1769)年 の 「物 産 書 目」(入 田整 三 編 『平

賀鳩 渓 翁略伝 』)に 、「紅毛 禽獣 魚介 虫譜 」 と

してお さま った。

紅毛禽獣魚介虫譜 壼帖

紙員

一 三百五十七紙 書

一 七十九紙 獣画

一 四十七紙 魚画

一 二十紙 介画

一 六十一紙 禽画

一 四十紙 虫画

一 三紙 白紙

凡 六百七紙

千六百六十年メニ作

當丑歳マデ百八年ニナル

明和五戊子歳春三月得之

こ まか く頁 を数 え上 げ、 さ らには この後 に

「百 七年 ニ シテ得 、 日本一 書」 と朱 書 さえ し

て 、 『動 物 図 譜』 が オ ラ ン ダで1660年 に 出 版

されて か ら百七 年 目(明 和 五(1768)年)に 、

「や っ と」 あ る い は 「はや くも」 手 に いれ た

喜 び と、 日本 に一冊 しか ない本 を手 にい れた

誇 り とが ひ し ひ し と伝 わ っ て 来 る よ う だ。

もっ と も幕 府 の 文 庫 に は、 す で に 寛 文 三

(1663)年 に 商 館 長ヘ ン ドリック ・イ ンデ イ

ク(?-1664)が 四 代 将 軍 家 綱 に 献 上 し、 享

保二(1717)年 に は八 代将 軍吉 宗 が取 り出 さ

せ て 「これは 図 ばか りも至 って精密 の もの な

り、 この うち の所 説 を読 み得 る な らば、 また

必 ず委 し き要用 の ことあ るべ し、江 戸 にて も

誰 ぞ 学 び覚 え な ば然 るべ し」(『 蘭学 事始 』)

と言 った とい う、 もう一冊 の 『動物 図譜』 が

あ ったの だ。

さて 、源 内 が手 に いれ た 『動 物 図譜』 は、

彼 を取 りま く知 識 人 たち の「驚嘆 の 的」とな っ

た ようだ。 そ れ は、静 か な水 面 に投 げ入 れ ら

れ た石 の よ うに 、周 囲 に大 きな波 紋 を及 ぼ し

た 。とは言 って も、驚 くべ きこ とに 「一角 獣」

や 「人 魚」 な ど とい う想像 上 の動 物 にか んす

図3狩 野永徳筆「唐獅子図」(部分)、御物

る記述 を も含 む、 オ ラ ンダ語 で書 かれ たそ の

内容 が理 解 され た とい うわ けで は ない 。平 賀

源 内は じめ彼 の文化 サ ー クル の面 々の語 学 力

は 問は ない と して も、 この分 量 は とうてい 短

期 間で読破 で きる よ うな しろ もので はな い。

か く言 う私 も、残 念 なが らオ ラ ン ダ語 が読 め

な い。 オ ラ ンダ語 に堪能 な本 学教 養 部 ・阿 部

裕 文 助教 授 に、 第一 分 冊 「四足 獣類 」 の 「ま

えが き」 の 部分 を読 んで 頂 い た とこ ろ、 さ ま

ざまの動 物 が、 毛髪 、髭 、皮 膚 な どの部 位 や 、

生 息 地 、食性 、寿 命 、習 性 な どの点 で 比較 さ

れ 、現 代 オ ラン ダ語 と違 うの は もち ろんの こ

と、 まだ正書 法 が定 まって お らず 、読 む に は

大 変 な努 力 を要 す る とい う事 であ った。江 戸

の知 識 人 に とって も事情 は同 じだ った と思 わ

れ 、彼 らが 本文 をそ っちの け に して 目 を奪 わ

れ た の は、 他 な らぬ オ ラ ン ダの 著 名 な 画 家

フ ァ ン ・ダ イ ク(1599-1641)の 弟 子 で あ っ

た メ リア ム(1621-1687)の 、 二 百 五 十 枚 に

も及 ぶ 「写実 的 な」 銅版 挿絵 で あ っ た。 ほん

の少 しばか り、 この書 物 に収 め られ た西 洋 の

「ライ オ ン図」(図1お よび2)が 、日本 の 「獅

子 図」(図3)に 及 ぼ した影 響 をた どって み

る こ とに しよ う。
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明和五(1768)年 に源内が 『動物図譜』 を

手にいれた2カ 月後、さっそ く、彼 の 『物類

品階』(宝 暦十三(1763)年)の 挿絵 を担 当

したこともあ る南頭派の画家、宋紫石(楠 本

雪渓、1715-1786)が 、それを借用 して 「ラ

イオン図」(図4)を 描 いた。図1や2と 比

較 してみると、それほど影響を受けていると

は思 えないが、画賛にはちゃん と 「此 ノ獅子

図ハ平賀先生秘蔵 ノ蛮獣譜中二載スル所、世

ノ画 ク所 ノモノ ト異ナ レリ。蓋 シ蛮人 ノ写シ

画クモノ ト云 フ。明和五年戊子仲夏、宋紫石

描 ク」(原 漢文、芳賀徹 『平賀源内』〉 と書い

てある。この図 こそ、「日本最初のライオン図」

「近代 日本の洋風画 のあけぼの を作 った記念

すべ き貴重 な作品」(守 屋正 「宋紫石筆 「獅

子 図」 について」 国華989号)で あって、紫

石 は、よほど気にいったのか(需 要が多か っ

たと言うべ きか)同 じ構図の作品を、あとニ
ノ

点残 している。守屋正 はこう書いている。

「百獣の王たる獅子 に当時の 日本人は畏怖

の念 を持 っていたに違 いない。仏教美術 を通

して 日本 に伝来 した唐獅子 とヨンス トンの銅

版画 とは全然異なるので、これ を珍奇な画題

としてイの一番に取 り上げたものであろう。

しか し出来上がった図は,ま ことに奇妙な姿

の動物で、唐獅子や狛犬のイメージを払拭す

るわけにはいかなかった。ポーズは明 らかに

唐獅子か ら転化 した狛犬であ り、背景 はアフ

リカでな く、 日本 の山間の風景であ る。顔 も

も一つ獅子 らしくない。 しか しなか なか力強

く紫石が精魂 こめた作 品と申 してよい。一種

異様 の魅力 もある。」(同 上30頁)

なるほどこの図は、賛 にあるように 『動物

図譜』 を参考 にしてはいるが、いまだ伝統的

な 「(唐)獅 子」(図3)の 図式が支配的であ

る。ポーズや顔つ き以外 にも、長す ぎるたて

がみや脚の関節部 に生 えた長い毛(そ して爪

状 の もの)は 、「獅子」 を描 く際 に 日本の画

家が依拠 して きた(も ちろん実物 を観察す る

機 会など慶応二(1866)年 までなかったのだ

か ら、依拠せ ざるを得なか ったと言 うべ きか)

「規約」なのであ り、なかで も、奇妙 なことに、

図4宋 紫石筆「ライオン図」(部分)、 大和文華館蔵

ふ さふ さ と した尻 尾 は、 その 「規約 」 の重 要

な要 素 なの で あ ったの だ ろ う。

この尻 尾 の奇 妙 さ は、 同 じ く宋 紫石 が 明和

七(1770)年 に 描 い た 『古今 画 薮 後八 種(異

品 部〉』 の 木 版 挿 絵 中 の 「獅 」 図(図5)で

も反復 され て いる。この 「獅」が 、例 言 に 「異

獣 獅子 虎 豹 之属 、得 諸 紅毛 人真 写 之 図、云 々」

とあ る よ うに、 『動 物 図 譜』 中の 「Leo,Low」

(図1)を 「模 写(複 写)」 しよ う と した もの

だ か ら、 なお さ らその奇 妙 さが 増幅 され る。

芳 賀徹 は、 こう言 う。

「た てが みの み ご とな威風 堂 々 た る牡 ラ イ

オ ンが岩 の上 に うず くま ってい る。唐 獅 子風

の面影 はつ い に まった くな くな って 、 い まや

純 然 た る ライ オ ンー と思 って見 て ゆ くと、 そ

の漢画=狩 野 派式 の巌 に笹 な どが生 え て いる

の は まだ しも、 ラ イオ ンの腰 や脚 の毛が 熊 の

よ うにふ さふ さ と して いる上 に 、なん と、しっ
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図5宋 紫石筆「獅」図、『古今画薮後八種』より、東京芸術大学蔵

ぽが狐 の尾 の よ うな房 毛 に化 け て しまって い

る。狐 が ラ イオ ンに化 けた ので はな くて 、 ラ

イオ ンが狐 に化 けた ので あ った!

一 体
、 どう して こんな こ とに な ったの か。

そ れ は もち ろん見 当 もつ か ない。 ヨ ンス トン

の 原 図で は、尾 は前 に投 げ 出 されて いて 、見

落 しよう も見 間違 い よう もな くは っ き りと描

か れ てい る。宋 紫 石 は源 内宅 で頭 や胴 や足 ば

か りを一生 懸命 写 して、尾 はわ か ったつ も り

で 略 図 だけで 帰 って 来て しま ったの か。 あ る

い は彫 師がつ い うっか りと描 きな れた狐狸 の

しっぽ に して しまった のか。一 これ も異 文化

輸 入 の歴 史 の上 の、 小 さ な、 しか し興味 深 く

ま た愉 快 な誤 解 の一 エ ピソー ドに ほか な らな

か った」(同 上305頁)

「獅 」 が そ こへ とデペ イズ(配 置転 換)さ

れ てい る コ ンテ クス トが 「漢画 的」 な こ とは

措 く ど して 、 「獅 」 の形 態 の複 写 が か な り忠

実 な なかで 、尻 尾 だ けが ふ さふ さの 「狐狸 の

しっぽ」 に変形 されて い るの は た しか に奇 妙

な こ とだ。 しか し、画 家 の筆 の癖 は 、耳 や指

や 爪 とい っ たほ んの些細 な部分 の 描 き方 に現

れ る とい うモ レ リ(1816-91)の 主 張 もあ る

か ら、 量(面 積)の 点 で は 「些 細 な 箇 所 」

(も ちろ ん 「獅 子」 とい う質(意 味)の 弁 別

的特 徴 の点 で は 「重 要 な箇 所」 なの だが)に

こそ、画 家が 引 きず って きた 「伝 統 的な 図式 」

が 顔 を出 す の だ ろ う。 「画 家 はいつ も描 い て

い る もの を見 るの で あ って、見 る もの を描 く

わ けで はな い」(ゴ ンブ リ ッチ 『芸術 と幻 影』)

の で あ って、画 家の 目にか か って い る 「伝 統」

とい うフ ィル ターの力 は 、そ れ ほ どに も強 固

な ものな の だ。

この よ うな観点 で更 に見 て ゆ くと、 この 図

は もっ と奇 妙 な もの に見 えて くる。 す なわ ち

一方 で は
、原 図 にあ る、 ラ イオ ンの体 が 地面
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図6北 村寒巌筆「獅子之図」、『紅毛雑話』より

に投げる 「影」の記号である 「交差す る平行

線群」が削除 され、他方で、原図ではライオ

ンの体の 「凸/凹 を表す光/陰 の対比」 と解

釈すべ き「短 く疎 らな刻線/長 く蜜な刻線(淡

/濃,明/暗)の 対比」が、紫石の作品では、

何や ら 「短 く疎 らな毛/長 く蜜 な毛」 と誤解

されているのではないか とも思われるのだ。

ヨンス トンの 「ライオン」の前足は 「影」に

なって 「暗 く」なっているのに、宋紫石の 「獅」

の前足はと言 えば 「長い毛」で 「しっか りと」

覆われている。 この誤解の原 因は、 しか し、

きわめてはっき りとしてい る。 なぜ なら 「濃

/淡 の刻線(明/暗)の 対比」は 「光/陰(影)

の対比」を意味す るとい う、西洋画の 「文法」

を構成す る一つの きわめて重要 な 「規約」が、

江戸期 の 日本 の画家 には共有されていなかっ

たか らに他 ならない。 「量取 り」 は技法 と し

て存在 したが、「明暗 によるモデ リング」 は

日本の絵画の統制的規則ではなかったのだ。

この誤解 は、天明七(1787)年 に、北村寒

巌(馬 孟煕)が 森島中良の 『紅毛雑話』 のた

めに描 いた挿絵 「獅子之図」(図6)に 、もっ

とはっき りした形 で現 れる。「獅子」 は大地

に落 とす 「影」 を喪失 し、顔の周縁部や体の

所 々にごわごわ とした 「毛」 を生 や してい る

よ うに見 える。 ヨンス トンの原図(図2>で

は地上の 「影」 を意味 し、 また奥行 きをも暗

示 していた 「交差す る平行線群」 は、 「獅子

之 図」では全 く欠落 し、「暗」 をあ らわ して

いた刻線が 「毛」 と化 した獅子が、虚空 に浮

かぶ。

(一般教養 美学 ・美術史学専攻)
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